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なぜいま、 “equity（公平性）”か
•先進国による「共通だが差異ある責任」を弱められる動き
•例：「公正な移行に向けての作業計画」の交渉において、合意文
書に「前文」を入れるか否かも、「公正な移行にあたっての範
囲」と同様、期間中大きな争点になった。
•途上国「合意文書に前文を入れ込むことは、この作業計画が立
ち上がった背景、今後の位置付けを忘れないためにも必要」
•先進国「合意文書では、この作業計画立ち上げを決定した文書
を参照する程度で十分」
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2023/12/2時点 2023/12/5時点 決定文書
前文なし 「前文あり」と「なし」のオプション 最終的には前文が盛り込まれる



気候変動に対する
歴史的責任
• 1人当たりの温室効果ガス排出量は
国によってさまざま。

• 気候変動は累積的な温室効果ガスの
影響によって生じている。
→短期的な時点での排出量ではなく、
歴史的な排出総量で考えるべき。

• 過去を振り返ると、ほんの一握りの
裕福な国や人々、大企業が大量の
GHGを排出。これを、「気候変動
に対する歴史的責任」という。

｜ 3出典：UNEP, Emission Gap Report 2023, “Figure ES.2 Current and historic contributions to climate change”, 2023/11/20, 
https://www.unep.org/resources/emissions-gap-report-2023
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1992年@リオ地球人間環境サミット
先進国「これから排出量が増える途上国での対策が
必要」
途上国「自分たちにも経済成長する権利がある。先
進国が排出しながら発展した分、先に排出削減すべ
き」
⇒「共通だが差異ある責任」

https://www.unep.org/resources/emissions-gap-report-2023


気候変動負担のシャンパングラス
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• 消費ベース・所得別
の温室効果ガス排出
量割合を示したグラ
フ

• 裕福な10％=世界の
温室効果ガスの50％
（特に最もに裕福な
1%は、16%）

• 世界の人口半分＝
世界の温室効果ガス
排出量の8%
出典：Oxfam International, Climate Equality: A planet for the 99%, “Figure ES.2 Current and historic contributions to climate change”, 

2023/11/20, https://policy-practice.oxfam.org/resources/climate-equality-a-planet-for-the-99-621551/

https://policy-practice.oxfam.org/resources/climate-equality-a-planet-for-the-99-621551/


フェア・シェア（公平な分担）とは？
• 「気候変動への歴史的責任」に基づいて、気候変動対策への負担
を分配しようという考え方が 「フェア・シェア（公平な分担）」

• 裕福な国や企業の中には、「フェア・シェア」の考え方を認めた
くないというところもある。

• 気候変動は、すべての国で対応しなくてはいけない段階になって
いる。

• 気候変動に多く加担しているものが、より多くの責任を取らない
限り、気候変動による悲劇を防ぐことはできない。
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世代間のフェア・シェア



クライメート・ジャス
ティス（気候正義）とは
• 気候変動対策を通じて、家族や
コミュニティ、子どもや若者、
女性、労働者、農家や漁師、
先住民族など、あらゆる人々の
健康や権利、尊厳を保障し、
よりよい社会システムに
変えていこうという考え方。

• 地球の資源は有限。一部の人が
利益を得る社会ではなく、すべ
ての人々の尊厳が守られる社会
へと移行していくことが重要。
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まとめ：市民社会からのメッセージ
• 「共通だが差異ある責任」の下、

• 「化石燃料からの脱却」を。特に
先進国が率先すべき（日本も例に
漏れない）

• 気候危機に対応するために、「緩
和」「適応」「損失と被害」の対
策に向け、途上国への資金・技術
の提供を。

• 国際炭素取引やCCS、水素、アンモ
ニア、原発は、クライメート・ジャ
スティスの実現手段にはならない。
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平和なくして気候正義なし。市民の連帯を


